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都
区
財
政
調
整
主
要
５
課
題
の

解
決
を
求
め
る
意
見
書

　
足
立
区
議
会
で
は
、
都
区
財
政
調

整
主
要
５
課
題
の
早
期
解
決
に
向
け

て
、
特
別
区
長
会
と
も
連
携
し
、
取

組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
今
回
の
協
議
に
お
け
る
都
の
対
応

は
、
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
特

別
区
と
都
の
信
頼
関
係
を
踏
み
に
じ

る
も
の
で
あ
り
、
誠
に
遺
憾
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
東
京
都

に
対
し
、
都
区
財
政
調
整
主
要
５
課

題
の
全
面
的
な
解
決
を
め
ざ
し
、
次

の
事
項
を
早
急
に
実
現
す
る
こ
と
を

強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

記

１
　
政
令
指
定
都
市
が
行
う
事
務
等

法
令
上
明
確
な
府
県
事
務
の
取
下

げ
を
は
じ
め
、
法
に
定
め
る
原
則

に
則
っ
た
都
が
行
う
大
都
市
事
務

の
整
理

２
　
清
掃
関
連
経
費
の
財
源
と
し
て

都
に
残
し
た
745
億
円
の
特
別
区
へ

の
移
転

３
　
間
近
に
迫
る
小
中
学
校
改
築
需

要
急
増
に
現
実
的
に
対
応
で
き
る

財
源
の
確
保

４
　
都
区
の
都
市
計
画
事
業
の
実
施

状
況
に
見
合
っ
た
都
市
計
画
交
付

金
の
配
分

５
　
三
位
一
体
改
革
の
影
響
等
も
含

め
た
都
区
財
政
調
整
配
分
割
合
の

拡
充

６
　
法
の
原
則
に
沿
っ
た
都
区
制
度

の
運
用
の
構
築

（
東
京
都
知
事
あ
て
）

東
武
伊
勢
崎
線
竹
ノ
塚
駅
付
近
の

鉄
道
高
架
化
を
求
め
る
意
見
書

　
本
年
３
月
の
東
武
伊
勢
崎
線
竹
ノ

塚
駅
付
近
の
踏
切
事
故
に
よ
り
、
尊

い
人
命
が
奪
わ
れ
た
。

　
踏
切
事
故
の
後
、
緊
急
対
策
と
し

て
、
竹
ノ
塚
駅
西
口
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
設
置
、
踏
切
を
手
動
式
か
ら
自
動

式
に
切
り
替
え
等
の
安
全
対
策
を
講

じ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
依
然
と
し
て
「
開
か
ず

の
踏
切
」
状
態
で
あ
る
こ
と
に
変
わ

り
は
な
く
、
地
域
住
民
の
地
域
分
断
、

交
通
渋
滞
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

　
よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
政
府
及

び
東
京
都
に
対
し
、
当
該
地
区
の
鉄

道
高
架
化
を
早
期
に
実
現
す
る
よ
う

強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

（
国
土
交
通
大
臣
、
東
京
都
知
事
あ
て
）

日
暮
里
・
舎
人
線
の
平
成
19
年

度
完
全
開
業
を
求
め
る
意
見
書

　
現
在
「
日
暮
里
・
舎
人
線
」
整
備

事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
19
年
度
開

業
に
向
け
、
順
調
に
進
め
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
東
京
都
は
財
政
難
の

中
で
本
事
業
の
確
実
な
推
進
に
努
力

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
沿
線
住
民
を

は
じ
め
と
す
る
区
民
は
も
ち
ろ
ん
足

立
区
議
会
と
し
て
も
大
変
評
価
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
地
域
住
民
の
、
開
業
に
寄
せ
る
期

待
は
大
き
く
、
そ
の
熱
い
思
い
は
日

一
日
と
高
ま
っ
て
い
る
。

　
よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
引
き
続

き
東
京
都
に
対
し
、
日
暮
里
・
舎
人

線
の
平
成
19
年
度
完
全
開
業
を
、
計

画
ど
お
り
実
現
さ
れ
る
よ
う
強
く
求

め
る
も
の
で
あ
る
。

（
東
京
都
知
事
あ
て
）

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
を
求
め
る
意
見
書

　
ア
ス
ベ
ス
ト
が
原
因
と
思
わ
れ
る

が
ん
の
一
種
で
あ
る
中
皮
腫
や
肺
が

ん
で
死
亡
す
る
事
例
が
相
次
い
で
報

告
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
伴
い
正
確

な
情
報
を
求
め
る
声
が
強
く
な
っ
て

い
る
。

　
よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
国
会
及

び
政
府
に
対
し
、
次
の
事
項
の
早
期

実
現
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
記

１
　
内
閣
総
理
大
臣
を
本
部
長
と
す

る
対
策
本
部
を
設
置
し
、
政
府
を

あ
げ
て
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
を
実
施

す
る
こ
と
。

２
　
ア
ス
ベ
ス
ト
利
用
状
況
の
調
査

を
行
い
、
適
切
な
情
報
開
示
、
暴

露
防
止
の
対
策
を
進
め
、
建
築
物

解
体
時
に
際
し
て
、
そ
の
情
報
が

適
切
に
利
用
で
き
る
よ
う
体
制
整

備
を
進
め
る
こ
と
。

３
　
ア
ス
ベ
ス
ト
取
扱
い
事
業
所
に

お
い
て
、
健
康
被
害
の
可
能
性
な

ど
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
行
う
よ

う
事
業
者
へ
徹
底
す
る
こ
と
。

４
　
健
康
被
害
の
相
談
窓
口
の
整
備

と
と
も
に
、
診
断
・
治
療
体
制
の

確
立
及
び
研
究
を
進
め
る
こ
と
。

あ
わ
せ
て
、
そ
の
た
め
の
中
皮
腫

登
録
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
。

５
　
ア
ス
ベ
ス
ト
取
扱
い
事
業
者
に

対
し
て
は
、
健
康
診
断
を
進
め
る

よ
う
徹
底
し
、
地
方
自
治
体
の
健

康
診
断
事
業
等
の
あ
り
方
も
適
切

に
見
直
す
こ
と
。

６
　
現
行
制
度
下
で
救
済
の
対
象
と

な
ら
な
い
事
例
の
労
働
災
害
認
定

の
あ
り
方
を
抜
本
的
に
見
直
し
、

現
行
制
度
で
は
救
済
さ
れ
な
い
人

達
の
救
済
を
主
眼
と
し
た
新
法
を

早
期
に
制
定
す
る
こ
と
。

（
衆･

参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、

財
務
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、
厚
生

労
働
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
、
国
土

交
通
大
臣
、
環
境
大
臣
あ
て
）

が
ん
対
策
の
推
進
強
化
を
求
め

る
意
見
書

　
政
府
は
本
年
５
月
、
厚
生
労
働
大

臣
を
本
部
長
と
す
る
、
が
ん
対
策
推

進
本
部
を
設
置
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
が
ん
医
療
水
準
の
均
て
ん
化
（
全

国
ど
こ
で
も
が
ん
の
標
準
的
な
専
門

医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
医
療
技

術
等
の
格
差
是
正
を
図
る
こ
と
。
）

の
み
な
ら
ず
、
が
ん
専
門
医
の
育
成
、

国
民
へ
の
適
切
な
情
報
提
供
な
ど
、

総
合
的
な
が
ん
対
策
を
強
力
に
推
進

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
政
府
に

対
し
、
が
ん
死
亡
率
の
激
減
を
め
ざ

し
て
、
次
の
事
項
の
早
期
実
現
を
強

く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
記

１
　
が
ん
医
療
水
準
の
均
て
ん
化
を

推
進
し
、
地
域
が
ん
診
療
拠
点
病

院
を
整
備
す
る
こ
と
。

２
　
が
ん
治
療
専
門
医
（
特
に
化
学

療
法
、
放
射
線
療
法
の
領
域
。
）

を
養
成
・
確
保
す
る
こ
と
。

３
　「
が
ん
情
報
セ
ン
タ
ー
」、
が
ん

拠
点
病
院
等
へ
の
「
が
ん
患
者
情

報
室
」
を
設
置
す
る
こ
と
。

４
　
が
ん
検
診
の
強
力
な
推
進
及
び

受
診
率
の
向
上
を
図
る
こ
と
。

５
　
地
域
が
ん
登
録
の
普
及
と
精
度

の
向
上
を
図
る
こ
と
。

６
　
国
内
未
承
認
薬
の
使
用
促
進
の

た
め
の
着
実
な
体
制
を
整
備
す
る

こ
と
。

７
　
セ
ン
タ
ー
方
式
に
よ
る
高
度
が

ん
治
療
技
術
の
開
発
と
臨
床
応
用

を
推
進
す
る
こ
と
。

（
内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣

あ
て
）

　
足
立
区
議
会
公
明
党
、
日
本

共
産
党
足
立
区
議
団
の
役
員
に

変
更
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

足
立
区
議
会
公
明
党

副
幹
事
長
　
　
前
野
　
　
和
男

同
　
　
　
　
　
金
沢
　
美
矢
子

同
　
　
　
　
　
き
じ
ま
て
る
い

日
本
共
産
党
足
立
区
議
団

団
　
　
長
　
　
鈴
木
け
ん
い
ち

幹

事

長
　
　
ぬ
か
が
　
和
子

副
幹
事
長
　
　
大
島
　
　
芳
江
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